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はじめに 

	

	

	 地域の文化遺産は、地域社会における過疎化･少子高齢化の進行、担い手の減少により失わ

れつつあり、頻発する自然災害などがさらに脅かしている。そのような状況にある文化遺産

を散逸や消滅から守るためには、未指定も含めた文化遺産基礎情報を事前に集約・共有する
ことが必要である。集約によって有機的に結びつけられた各種の既存資料は、共有によって、
歴史的建造物とそのなかにある動産文化財のレスキューの連携をはじめ、さまざまな文化財
分野同士のレスキュー連携に役立つと期待される。文化遺産の防災や減災、そして日常的な
文化遺産の保全にも役立ちうるだろう。	
	 しかし文化遺産の所在情報は、自治体や個人所蔵者などが自ら所在を公開していないかぎ

り、また高いセキュリティが確保された博物館施設内などにある資料の、公開可能な情報で

ないかぎり、その機密は厳重に守られなければならない。情報の流出により、盗取や意図的
な毀損が誘発されかねないからである。他方、リスト作成は手間のかかる作業であるが、調
査、入力、編集などに余力のある自治体や文化財関係組織はほとんどないと言ってよいだろ
う。そのような制約のなかで文化遺産基礎情報の集約や共有はどのように行っていくのが現

実的だろうか。そしてそこにはどのような課題があるだろうか。	

	 課題を洗い出し、解決の道筋を探るため、文化財防災ネットワーク推進事業の一環として、

平成 28 年度から 29 年度にかけ国立文化財機構内に調査チームを設け、和歌山県有田郡湯浅

町、広川町、和歌山県各機関などの協力を得ながら両町の文化遺産の総合的リストを作成す
るとともに、その情報を検索・表示できる文化遺産保全地図システム（試作版	 非公開）を
作成した。30 年度には湯浅町、広川町の文化遺産の秘匿すべき情報を別の情報に置き換えた

デモ版保全地図システム（関係者内での閲覧は可能）を作成する予定である。	

	 デモ版の地図システムなどを用い、自治体の文化財所管課や文化遺産防災ネットワーク推

進会議の参加団体と対話・検討を重ねることによって、より役立つものとなるよう改良を続

けていきたい。	

	 なお昨年末に、「文化財の確実な継承に向けたこれからの時代にふさわしい保存と活用の在

り方について（第一次答申）」（文化審議会	 平成 29 年 12 月 8 日）が発表された。そこでは、

地域に所在する文化財（未指定のものを含む）を「地域住民や研究者，博物館等の協力も広

く得ながら総合的に調査し把握する」ことの重要性が強調されている。当調査と関連する内

容については、平成 30 年度以降に検討していく予定である。	

	

平成 30 年 3 月 31 日	

	

	

和田	浩	

（東京国立博物館学芸研究部保存修復課環境保存室長／調査チーム代表）	

髙妻洋成	

（奈良文化財研究所埋蔵文化財センター長／調査チーム副代表）	
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地域の文化遺産保全リスト・地図作成事業の概要 
 

1 事業の位置づけ

2 事業名称

3 事業の主たる成果物 

1）湯浅町・広川町の総合的文化遺産リスト（非公開）  

   

2）文化遺産保全地図システム 試作版（「試作版保全地図」／非公開）  

  

3）報告書 

 

4 事業の内容 

1）湯浅町・広川町をはじめとする関係自治体の文化財所管課、県関係機関、所蔵者、地元の研究者に協

力依頼（一部経過報告も）、文化遺産基礎情報の入手 

 
2）所蔵者宅などでの調査  

3)現地補足調査

4）講師を招き勉強会を開催 

  

                                            
1  



 5 

 

 

5）総合的文化遺産リストを作成するための作業 （

6）文化遺産保全地図システム 試作版を作成するための作業 （  

7)有識者から助言を得るとともに、他府県の文化財所管課などと地図作成について情報交換 

8）国立文化財機構内での主なミーティング 

5 調査チーム 

6 システム開発 

  
 



 6 

謝 辞  
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本報告書で用いる主な用語について 
 

 

文化遺産

文化遺産の保全 

既存資料 

 
 
文化遺産基礎情報 

2  
 
リスト、項目 
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金山寺味噌 

「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅 
 
【ストーリー】 

 
日本人の味覚に染みわたる繊細で深い味わいと芳

かぐわ

しい香りを持つ醤油。紀伊半島西岸、紀州湯浅の地で、

産業としての醤油造りが産声を上げた。仕込桶の中で醸成され、零れ落ちた最初の一滴は、やがて水面
みなも

に

広がる波紋のように日本中に広まり愛用され、私たち日本人の豊かな食文化の根幹を担い、今日
こんにち

では『醤

油＝Soy sauce（ソイソース）』は、世界の人々に和食の文化と共に認められている。 

■湯浅醤油の始まりと広まり 

醤油造りの始まりは、遥か中世の時代にまで遡る。鎌倉時代の禅僧

覚心
かくしん

（法燈
ほっとう

国師）が建長元年（1249）に宋に渡り、径山寺
きんざんじ

（現在の中国

浙
せっ

江省
こうしょう

にある径山
きんざん

興
こう

聖
しょう

萬
まん

壽
じゅ

禅寺
ぜん じ

）などでの修行の傍ら、径山寺味噌の

製法を習得し建長 6年（1254）に帰国する。径山寺味噌とは夏野菜を漬

け込んで作る嘗
なめ

味噌の一種で、今日ある金山寺
きんざんじ

味噌の祖である。覚心は

この製法を人々に伝授し、湯浅で盛んに作られるようになった。味噌を

造る過程で、野菜から水分が染み出し桶に溜まる。それまでは捨ててし

まっていたが、あるとき、その一
ひと

滴
しずく

を掬ってなめてみると何ともいえ

ない芳醇な味がする。この旨味に満ちた汁で魚や野菜を食べれば、きっと美味しいに違いないと考えた

湯浅の人々は、この汁をもっと作ろうと工夫を重ねた。こうして現在の醤油が生まれたという。 

商業としては、天文
てんぶん

4年（1535）に醸造家の赤桐
あかぎり

三郎四郎
さぶろうしろう

が、100石余りの醤油を漁船に積んで大

坂に出荷している。これをきっかけとして他の醸

造家も競って他国に積み出すようになり、少なく

ともこの以前から湯浅で醤油が盛んに造られて

いたことがわかる。また、豊臣秀吉の小田原攻め

に兵糧米を献上した赤桐
あかぎり

家が、その恩賞として天

正 19年（1591）に秀吉より、大船一艘を建造し

代々所有することを差し許され、これを醤油輸送

用に充てている。近世に入ると、湯浅で生み出さ

れた醤油は、大海原を船で揺られながら房総をはじめ全国へと広まっていった。湯浅の醤油醸造業は紀

州藩の特別の保護の下で繁栄を続け、享保年間（1716～35）には製造技術も大いに進み、藩外への販売

網が拡張された。文化年間（1804～18）には醤油醸造業者は 92軒を数えたという。明治初期に湯浅の町

並みと浜の様子を描いた「湯浅図屏風」には、たくさんの醤油樽を大八車に載せて浜まで運び、そこか

ら小船で沖に停泊している帆船に積み込む活気に溢れた様子が描かれている。 

■醤油の香り漂う町 

 古くから港町として栄え、陸路でも熊野参詣や西国巡礼の旅人や、

大勢の商人たちの往来で賑わった湯浅には多くの物資と人々が集まり、

町場が形成されていった。湯浅の町並みは、『通り』と呼ばれる比較的

広い道路と、『小路
しょうじ

』と呼ばれる迷路のように入り組んだ狭い路地から

成り立っている。醤油の醸造業で発展した町並みには、醸造業に関連

する町家や土蔵が建ち並び、老舗の醤油醸造家から漂う醤油の香りが

鼻をくすぐる。建物は華美な装飾を好まず質実剛健で機能的な造りを

信条としている。町家の外観は、屋根は寺院でよく使われる丸い瓦の

重厚な本瓦
ほんがわら

葺
ぶ

きで、庇
ひさし

の先には幕板
まくいた

と呼ばれる雨除けの板が下げら

れる。これらは台風や雨の多い地域性による特徴である。醤油造りに 

湯浅図屏風 

小路の町並み 
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��としている。町家の外�は、屋�は寺�でよく使われる丸い�の
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�んがわら
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ぶ

きで、�
�さし

の先には��
まくいた

と呼ばれる雨�けの�が下げら

れる。これらは�風や雨の多い地�性による特徴である。醤油造りに!

!

は諸味
もろみ

から搾り出した生醤油
きじょうゆ

を釜で煮る

『火入れ』の作業などがあり、火災を恐れ

て建物の "階は壁や窓を漆喰で塗り固め、虫
むし

籠
こ

窓
まど

や袖壁
そでかべ

といった防火構造の意匠が見ら

れる。#階の部屋の窓には木製の格子が使わ

れている。古い商家のミセと呼ばれる商売

で使う部屋の表には、窓の下半分までで取

り外しのできる手摺状の格子、その上手に

ある居住用の部屋には、目隠しと採光の機能

を併せ持つ切子
きりこ

格子
ごう し

が付く。大正時代以降に

なると、長大で繊細な出格子
で ご う し

が見られるよう

になる。内部は、玄関から建物の中に入り、

トオリニワと呼ばれる土間を通って奥に進

んだダイドコロでは、居室と土間境に建具を

設けず、吹き抜けの大きな空間が現れる。温

暖多雨な気候の湯浅で醤油醸造を営む人々

の暮らしぶりが、このように建物の特徴とな

って表れている。!

さらに、実際に醤油造りを行う建物には、醤油醸造

家ならではの特徴がある。天保 #"年（#$%#）、北町通

りに店を構えた『角長
かどちょう

』は、創業当時の建物や古い道

具類を使用しながら伝統的な製法を今に伝える数少な

い老舗である。角長の仕込蔵の天井や梁には『蔵
くら

酵母
こう ぼ

』

と呼ばれる酵母菌が付着しており、この蔵酵母が仕込

桶に降り注ぐことにより醤油の風味が醸成される。長

い年月をかけて命を繋いできた蔵酵母と、職人たちが

受け継いできた技術によって、伝統の味を今に伝えて

いるのである。また、角長の敷地の背後には、かつて

醤油が積み出された『大仙
だいせん

堀
ぼり

』が今も当時の面影を残

している。石積みの護岸に醤油蔵が建ち並ぶ様は、港町湯浅に花開いた醸造の文化を物語っている。!

湯浅に残るのは、遠い過去の出来事や町並みの姿形だけではない。

湯浅の総鎮守で、醤油醸造家たちが商売繁盛を祈願した顯國
けんこく

神社には、

民俗芸能の三面獅子舞や騎馬武者が繰り出す祭礼と、秋祭りの時期に

だけ作られて食される鯖の『ナレズシ』などの食文化が伝わる。また、

金山寺味噌で食べる『茶
ちゃ

粥
がゆ

』や、湯浅湾で水揚げされた新鮮な鯖を丸

ごと串に刺して焼き、醤油で食べる『あぶり』、ご飯の上にシラスを

たっぷりと乗せ、醤油をかけて豪快にかき込む『しらす丼』といった

味噌や醤油で際立つ郷土料理も受け継がれている。!

日本人が持つ豊かな感性が創り上げてきた和食の文化において、醤

油の味わいは決して欠かすことが出来ない。醤油醸造発祥の歴史と伝

統は、町並みに漂う醤油の香りと共に湯浅の人々の暮らしの中で受け

継がれてきた。これからも醤油の香りはこのまちと共に生き続け、こ

の先もずっと未来へと繋がっていく。!

!

本瓦葺きの屋根と虫籠窓、幕板、!

手摺状の格子などが特徴的な町家!

トオリニワとダイドコロの吹抜

町家の間取りの例!

蔵酵母が棲む仕込蔵! 大仙堀!

顯國神社の祭礼!

しらす丼!
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構成文化財の写真一覧 

 

１ 湯浅町湯浅 

伝統的建造物群保存地区             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 加納家（角長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 醤油醸造用具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 醤油の製造技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 津浦家（旧内伝麹店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 麹製造関連用具 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

７ 栖原家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 戸津井家（戸津井醤油醸造場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 大仙堀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 「大船一艘代々相伝」書状 

 

 

 

 

 

 

１１ 北村家 

 （大坂屋三右衛門店・玉井醤本舗） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 太田家（太田久助吟製） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 金山寺味噌の製造技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での金山寺味噌作り  

 

 

１４ 顯國神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顯國神社手水鉢 

 

１５ 顯國神社の祭礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顯國神社の三面獅子  

１６ ナレズシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナレズシ作りの様子  

 

 

１７ 熊野街道道標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１８ 深専寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 湯浅駅駅舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 甚風呂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１ しらす丼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 茶粥 
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広川町歴史的風致維持向上計画より転載 

  

 

 

 

 

 

1854 11

 

1857

 

 

 

 

 

 

67
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広川町歴史的風致維持向上計画より転載 

  

50 100

1855

1855 400 500

 

68
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に集まり、老人も子どもも女性も、多少の労働に耐えられるものには仕事をさせた。多くの

人々が群れ集まって大工事に励む様子は、元気はつらつとしたものだった。ことに一日の労

働が終わると、それぞれにその日の日当をくれたので、村民はたいそう喜び生活に困ってい

た者も、これによって生き返り、他村へ転居しようと考えていた者も漸く安心して、離村を

思い止まるようになった。こうして農作業が忙しい時期は工事を中断し、農閑期に再開した

ことで、村民は愚痴をこぼす暇もなくなり、忙しくなると同時に収入も増加したので、誰も

が皆、喜々として築堤工事に従事した。

安政５年（1858）12月開始から 47ヶ月、約４年

にわたる工事により広村の海浜の正面に作られた

大堤防は高さ５ｍ、根幅 20ｍ、延長 600ｍとなった。

当初の予定より小規模となったが、今後の津波襲来

を十分防御できる見込みが立った。また、堤防の外

側には松を千本植え、堤防上に櫨の木を百本植え

た。松は樹齢がおよそ 20～30 年のものを山から移

植したものであるが、梧陵は、山で生育している方

角にあわせて植えた。櫨の木は蝋燭の原料となり、

広村堤防の補修費用や広小学校の改修費用にも使わ

れた。梧陵は工費 1,536 両という莫大な私財を投じ、延人員 56,736 人の村人を雇用するこ

とで、津波の被害で荒廃した村からの離散を防ぎ復興に導いた。築堤工事が完成した後、津

波被災当時の惨憺たる状態から防波堤工事を起こした理由を述べた「海面王大土堤新築原由」

には梧陵の心情がつづられ「是れ此の築堤の工を起して住民百世の安堵を図る所以なり。」と

の言葉が残されている。安政の大津波から６年後の万延元年（1860）に描かれた広村鳥瞰図

には、立ち並ぶ家々、大通りを歩む人々、広村堤防で毛氈を広げてくつろぐ人々の姿、海に

は多くの行き交う帆船が描かれ、安政の津波災害から復興を遂げた広村の様子がうかがえる。 

昭和 10年代広村堤防の松樹 

完成当時の広村堤防横断図

69
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3 湯浅町・広川町調査においてリスト化に用いた主な既存資料  

 

 

 

 

1）未指定文化財を含むもの		



 

 19 

 

2)指定文化財のみ 

 



 20 

2 節 民間所在資料保存状況調査事業と和歌山県文化財（美術工芸品）緊急調査事業 
 

1 民間所在資料保存状況調査事業 

 
 

2015 年 2 月 10 日付報告資料より 

 
 

 
 

 
(1)  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(2)  
 

 
 

 
 

 
(1)  

 
 

 
(2)  

 
 

 
 

― ―  
(3)   



 

 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査報告書の様式 表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査報告書の様式 裏面                           
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2 和歌山県文化財（美術工芸品）緊急調査事業 

 

4  
 
 

2015 年 2 月 10 日付報告資料より 

	

文化財（美術工芸品）緊急調査事業について	

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

                                            
4
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アンケート調査票の様式 

台帳の様式 

                                          調書の様式  

員
数

法 量

特 徴

所 在 場
所

保 管 場
所

所 有 者

制 作 年
代

作 者

連 絡 先

○○堂　厨子内　など

　　　　　　　　　　　　　写真

１躯/１幅/１巻/１面/１双/１帖/１冊/１口/１基/　など

○○寺　など

鎌倉時代　承久○年　など

○○寺　電話番号所 有 者

種　別 文　化　財　名　称

彫刻
絵画
工芸

書跡・典籍
古文書

考古資料
歴史資料

高さ　　cm    幅　　cm    奥行　cm    など

形状・材質・構造・技法などの特徴

和歌山市○○○　など

文化財所在把握調査　調書

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

写真

高（縦）

幅（横）

奥行

写真

高（縦）

幅（横）

奥行

写真

高（縦）

幅（横）

奥行

分野・名称

品質・構造

所在・保管場所

特記事項

調査年月日

調査者

調査地

法量

法量

品質・構造

所在・保管場所

特記事項

分野・名称

法量

品質・構造

所在・保管場所

特記事項

分野・名称



 24 

 

                                            
5  
6 

 
 



 

 25 



 26 

                                            
7
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3 被害を受ける文化遺産の数が多く、救援を外部に頼らざるを得ない場合 

4 未指定も含めた文化遺産の所在リスト 

                                            
8  
9  
    http://www.bousai.go.jp/kohou/oshirase/h16/040708bunkaisan.html 
10 

    http://www.bunka.go.jp/earthquake/rescue/
11  
    http://www.bousai.go.jp/jishin/jishin_taikou.html 
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5 既存資料の探索、収集、集約、共有 

 

 

                                            
12  

  
13

 
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/1399131.html



 

 29 

 
 
6 既存資料を用いたリストーひとつの出発点として 

 

                                            
14  

15  
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4 節 文化遺産リストの内容 

 

1 文化遺産リストの概要

文化遺産の保全 総合的文化遺産リスト

 
未指定 さまざまな分野を集約できるミニマムな共通フォーマ

ット 同一のリストにできるだけ多くの分野

GPS 位置情報

おおよそな情報 画像

GPS
 

指定文化財と未指定文化財のリストを統合 地区別、住所別、（可能なも

のは）建造物別のリスト 負担軽減

   湯浅町・広川町 総合的文化遺産リストの一部    

  

                                            
16 



 

 31 

 

 

1 リストのフォーマット（テーブル）構成 

既存資料からリストアップした文化遺産基礎情報は、下記の 5 つのシートに分けて集約した。地図システム

作成用に出稿したリストは、1）と 2）を統合したもののみであり、3)、4)、5)は含んでいない。なお 5 つのシートは

いずれも同じフォーマットである。 

1）指定文化財 

2）未指定文化財

3）無形文化遺産 

4）所在地（住所）等が明らかでない文化遺産

5）もはや存在しない文化遺産

17

	

2 リスト項目（フィールド） 

18

1）指定等の区分 

2）種別／種類 

3）指定選定年月日 

4）名称 

5）員数 

6）寸法・重量／高さその他大きさ 

7）品質・形状 

8）所在地 

9）所有者の所在住所 

10）所有者氏名・名称 

11）管理者・管理団体の所在住所 

12）管理者名・管理団体名 

13）製作・建築の時代  

14）製作の年代（和暦） 

15）製作の年代（洋暦） 

16）作者名 

17）緯度経度 

18）その他参考となるべき事項［作品情報に関する参考となるべき事項］ 

 
19）備考［所有者等に付随する欄］ 

20）［保全・レスキュー等のための］おおよそ情報 

  

                                            
17

18 pp.31-33
 



 32 

2 文化遺産リストの内容 

	

1） 目的 

2） 未指定の文化財 

 
 
3） 既存資料の集約 

19  

4） できるだけ多くの分野を同一のフォーマットに掲載 

20  

21  

 

                                            
19

 
20

 
21  



 

 33 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  



 34 

6） 「おおよそ」な情報 

1 1

 

1 1

 
 

7) 未記入欄も許容 

 

8） リスト化における実際の作業フロー 

 

	



 

 35 

	

	

	

	

	

	

2 章 文化遺産保全地図システム 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  



 36 

                                            
22

 
23  



 

 37 

2 節 文化遺産保全地図システムの内容 

 

1 地図システムの長所 

GPS

2 土台となる地図システム  別のサーバに置かれた文化遺産基礎情報 

API

非公開の階層  

3 画面構成・画面遷移 

①検索画面 検索結果（リスト表示、マーカー表示）の画面 文化遺産カ

ードの画面 拡大地図の画面

25 26  
 

 

 

 

  

                                            
24

25  
26
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 39 39
 



 40 

 

 

 



 

 41 

 
 
A 

 
B 

 
C 

 
D  
 

A B C D

27  
 

                                            
27  
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1）敷地代表点マーカー 

 
 
2）歴史的建造物マーカー 

建造物の代表点（中心位置）

 

 

 

 3）一般建造物マーカー

 

 
 
4）博物館マーカー 

博物館施設（ ）

 
 

A
 
5）建造物以外、動産以外の文化遺産マーカー 

 
 

建造物以外、動産以外の文化遺産が所在するポイント（緯度経

度）  
A  
B
 

	



 

 43 

 

 

 

 

 

 

      3 章 文化遺産リストと地図システムー今後の課題 



 

 44 

 

1 節 集約の主体と側面から支える組織 

 

 

 

                                            
28  



 

 45 

推進主体 （課題 1）

側面から支える組織（課題 2） 補助スタッフ（課題 3）  

2 節 既存資料の共有に伴う課題 

 

 
 

 

 

 
                                            
29 p.51  
30  



 

 46 

所在情報等を共有できる根拠の明確化

31 （課題 4） 

閲覧権限（平時と非常時）を設定する必要  課題 5

3 節 地図システムに搭載された所在情報等の共有に伴う課題

地図システムに搭載された所在情報等 閲

覧権限を設定し、認証システムを設計する必要 課題 6

オンライン結合による提供の制限

課題 7

                                            
31

 
32

 



 

 47 

和歌山県個人情報保護条例第 1 節第 14 条 

4 節  サーバの確保･管理･メンテナンス、プログラムのカスタマイズ･改良

サーバの確保･管理･メンテナンスに関する支

援（課題 8）、プログラムのカスタマイズ･改良に係る支援（課題 9）

セキュリティ対策 （課題 10）

 



 

 48 

  



 

 49 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料 
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地域の文化遺産保全地図	作成調査（和歌山県有田郡湯浅町・広川町）	 要項（抄）	

1  事業概要	

	

2  調査が対象とする文化遺産	

	

3  調査が対象とする文化遺産の情報	
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4  調査チームの体制	

	

5  試作版保全地図について	

	

6 試作版保全地図の作成手順について

7	 デモ版保全地図の作成手順と完成後の運用の主体について	
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